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Jクラブの指導を考える 



我々の目標は・・・？ 



一流選手を育てる 

世界で通用する 

魅力のあるJリーグ・強い日本代表 

そしてサッカー文化 



「プロ選手 」とは・・・？     

一流選手とは・・・？ 



●公共の利益に対して献身的に 

         仕事をする人 
          （プロフェッション）  

「プロ」とは  ＝専門職 

●報酬のために仕事をする人（オキュペイション） 

★サッカー（専門職）で、公共の利益に
貢献できる能力を有し、サッカーの資質
向上に邁進できる高い志を有している人。       



「自ら感動し 

 多くの人を感動させる 

      ことができるひと」 

プロ選手とは、 

そしてそのために 

労を惜しまず取り組めるひと 

一流選手とは、 



そのために必要なことは・・・？   



●強さ（精神・身体） 

●テクニック（技術・判断＝戦術） 

      ・・・美（芸術） 

●フェアプレーの精神 



 

   

 フェアプレーとは・・・？ 



GAME 

相手チーム 自チーム 

レフェリー 

尊 重 

サッカー
ファミリー 



フェアプレーとは・・・？ 

「最善を尽くして、 
 最後まで全力で  
      プレーすること」 
       

ー それがすべての人を尊重する   

               ことになるー    

      



●テクニック（技術・判断＝戦術） 

      ・・・美（芸術） 

テクニックの追及に限界はない 

 → 指導者のプレーに対する基準で決まる 

 ⇒ 選手自身のこだわり 



質へのこだわり 
中村 憲剛 （都立久留米高校→中央大学→川崎フロンターレ） 

佐藤 寿人 U－16日本代表（ジェフ）→（ サンフレッチェ広島） 
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 強さ（精神・身体） 

● On The Pitch 

 

 

● Off The Pitch 

 

 

 

 

やるべきこと
をやる 

① サッカー 

② 勉強 （ 学校生活 ） 

１ ※ 家庭生活（栄養と休息）・・・すべての土台 

 自分でできることは自分でする⇒ 人間力         



★ 24時間のグッドデザイナーになろう 
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ー 時間をどうコントロールできるか ー 

心の技術＋様々な経験 人間力 
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ヨーロッパや南米には目に見えない厳しさが存在する 

              競争に勝ち抜けないと所属できない 

常に緊張感のあるトレーニング・試合、そして生活が要求される      

自立 ・勝負へのメンタリティー 

日本に、ヨーロッパや南米のような厳しさはあるか・・・？   

 育成時代は躾である。 

      指導者が、時間を共有し、観ていることが必 

【 駄目なものはダメ ×  

         一流の取り組みをできる選手の育成 】 

育成年代 世界と日本の現状 



厳しさ・競争の中での 

       心の技術    

人間力を育む 

その積み重ね、継続 ＋ 様々な経験が 

 

 





Jクラブ指導者が、各FAの指導者に良い影響を与えて、 

FAの育成を牽引してほしい。 



 
 
 

一流選手を 育てるために 



コーチは完璧主義者でなくてはならない 
    （ 元フランステクニカルダイレクター、元リヨン監督  ジェラール・ウリエ ） 

 完璧主義者であるということは、
ミスを犯さないということではない。   

 ミスをできるだけ少なくするた
めに、出来る限りのことを全て
やるということである。  

 そしてミスから学び、細部をい
い加減にしないことである。 


